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GIS データベース http://www.nichibun.ac.jp/graphicversion/dbase/iseki.html と、インド・インダ
ス文明の研究における実践例とを紹介したい。
　１.　GPS と GIS の概要
　1) GPS（Global Positioning System, 全地球測位システム）





　GPS には色々の機種があり、専用機としては携帯型 GPS と高精度 GPS とがある。また専
用機以外でも、ナビゲーションシステムだけではなく、携帯電話・カメラなどに GPS を組
み込むことが増えてきている。
　携帯型 GPS は機種によってアンテナなどに性能差があり、GPS 衛星の配置状態によって
も取得値の誤差が違ってくるが、一般的に水平誤差５m 前後、垂直誤差 10m 前後で能率よ
く位置を測定したり、移動軌跡（ログ）を記録したりすることができる。また携帯型 GPS
でも補正機能があるものは、水平誤差１m 以内で測定することが可能である。
　これに対して、高精度 GPS は高価であるが取得値を補正することにより、誤差数 cm ある
いは 1cm 以内という精度の高い位置情報を得ることができる。一般に、高精度 GPS は、測
量基準点の位置情報を求めるために用いて、実際の記録は測量基準点からトータルステー







　  2) GIS（Geographic Information Systems, 地理情報システム）
　GPS が位置情報取得のための機器であるのに対して、GIS は取得した位置情報を利活用す





の Digital Elevation Model （DEM, 数値標高モデル）を用いることが必要である。広域の DEM
は、NASA が無償で配布する 900m メッシュ標高データ（SRTM 30）や 90m メッシュ標高デー











平面直角座標系は位置をメートル法による x, y, z 値で表示して日本国土座標をはじめとする
各国特有の座標系がある。それらは世界測地経度緯度に準拠するものが増加しつつあり、x, y, 
z 値を球面座標系の値に換算することが可能である。ただし国際的な情報交換には、平面直
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図４　銅鐸の密度分布分析 (左：1st stage, 右：2nd stage）
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をより具体的に理解することができるようになった。すなわち紀元前 4000 年紀末〜 3000 年
紀中ごろの初期ハラッパー期にはバローチスタン丘陵・インダス平原南部、インダス平原北
部・インド北部という三つの集中地域があった（図８）。これに対して紀元前 3000 年紀後半
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ル・マウンドの精密 DEM を作成した（図 11）。
　DEM 作成の方法としては、高精度 GPS を用いて測量原点に正確な世界測地系経度・緯度・
標高値を与えて、経度・緯度値を UTM 座標値に換算している。これによって得た測量原点
の UTM 座標 x, y, z 値（z 値は高精度 GPS 測量による標高値を利用）を基準としてターゲッ
トの追尾機能をもつトータルステーションシステムを用いてシタデル地表面の点群データ（x, 
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